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Text Mining StudioText Mining Studio 活用研究活用研究

　学校マネジメントにおける　学校マネジメントにおける

　　テキストマイニング活用事例　　テキストマイニング活用事例

～～保護者の声をどのように学校経営に生かすか保護者の声をどのように学校経営に生かすか～～

　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　長崎大学大学院経済学研究科長崎大学大学院経済学研究科

博士後期課程博士後期課程　　 柴　田　幸　穂柴　田　幸　穂
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求められる「開かれた学校経営」求められる「開かれた学校経営」

学校の内部に向かって学校の内部に向かって

学校の外部に向かって学校の外部に向かって

学校自己評価による点検学校自己評価による点検

ステークホルダーとの関係強化ステークホルダーとの関係強化

保護者，地域社会保護者，地域社会
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学校自己評価を通じた価値創造学校自己評価を通じた価値創造

生徒の満足度創出生徒の満足度創出

保護者の満足度創出保護者の満足度創出

多様なニーズへの対応多様なニーズへの対応

マーケティングの視点マーケティングの視点

教師の資質向上の必要性教師の資質向上の必要性
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定量データに基づく学校自己評価定量データに基づく学校自己評価

外部資料としての保護者アンケート外部資料としての保護者アンケート

定量データに基づく分析中心定量データに基づく分析中心

活かせない定性データ（自由記述欄）活かせない定性データ（自由記述欄）
保護者評価の推移（その１）
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教育活動 学習活動

定性データ分析
例（４段階評価の
平均推移）
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自由記述欄を用いた本研究の視点自由記述欄を用いた本研究の視点

過去４年間の保護者自由記述欄を用いたデー過去４年間の保護者自由記述欄を用いたデー
タマイニングタマイニング

　①学校経営の課題発見　①学校経営の課題発見

　②成果測定の指標としての可能性　②成果測定の指標としての可能性

　③更なるデータマイニング（今後の課題）　③更なるデータマイニング（今後の課題）

教員のＦＤ教員のＦＤ((faculty development)faculty development)のツールのツール
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蓄積されたアンケート蓄積されたアンケート　　 自由記述欄自由記述欄

実施時期 対　象
回答
件数

平成１５年度 １学年保護者

２学年保護者 ３２

３学年保護者

１学年保護者

２学年保護者 ５４

３学年保護者

５５

３３

１６年度 ５１

４５

実施時期 対　象
回答件

数

平成１７年度 １学年保護者 ３１

３学年保護者 ２４

２学年保護者 ３１

３学年保護者 ３９

１８年度 １学年保護者 ３４

２学年保護者 ２４

全　　体 合　　計 ４５３

宝の山
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学校経営の課題発見プロセス１学校経営の課題発見プロセス１（全体的視点）（全体的視点）

実施時期 対　象
回答
件数

平成１５年度 １学年保護者

２学年保護者 ３２

３学年保護者

１学年保護者

２学年保護者 ５４

３学年保護者

５５

３３

１６年度 ５１

４５

実施時期 対　象
回答件

数

平成１７年度 １学年保護者 ３１

３学年保護者 ２４

２学年保護者 ３１

３学年保護者 ３９

１８年度 １学年保護者 ３４

２学年保護者 ２４

全　　体 合　　計 ４５３

全体的アプローチ
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単語頻度解析単語頻度解析（全体的視点）（全体的視点）

生徒，学校，教師，服装生徒，学校，教師，服装

指導　など指導　など

直接的な学校経営問題直接的な学校経営問題
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教師に関する係り受け分析教師に関する係り受け分析（全体的視点）（全体的視点）

甘さ，違い，指導，甘さ，違い，指導，

コミュニケーションなどコミュニケーションなど

基本的能力資質基本的能力資質
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指導に関する係り受け分析指導に関する係り受け分析（全体的視点）（全体的視点）

厳しさや適切さを求める声厳しさや適切さを求める声
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服装に関する係り受け分析服装に関する係り受け分析（全体的視点）（全体的視点）

目立つ厳しい意見目立つ厳しい意見
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評判抽出評判抽出（全体的視点）（全体的視点）

指導指導 教師教師 服装服装 NegativeNegative

生徒は生徒はPositivePositiveな評価もな評価も
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学校経営の課題発見プロセス２学校経営の課題発見プロセス２（年度別視点）（年度別視点）

実施時期 対　象
回答
件数

平成１５年度 １学年保護者

２学年保護者 ３２

３学年保護者

１学年保護者

２学年保護者 ５４

３学年保護者

５５

３３

１６年度 ５１

４５

実施時期 対　象
回答件

数

平成１７年度 １学年保護者 ３１

３学年保護者 ２４

２学年保護者 ３１

３学年保護者 ３９

１８年度 １学年保護者 ３４

２学年保護者 ２４

全　　体 合　　計 ４５３

時系列的アプローチ
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単語頻度解析単語頻度解析（年度別視点）（年度別視点）

年度によって使われる単語に年度によって使われる単語に
大きな特徴は見られない大きな特徴は見られない
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1515年度評判抽出年度評判抽出　　（年度別視点）（年度別視点）

教師教師 服装服装 指導は指導はNegativeNegative

生徒は生徒はPositivePositiveな評価もな評価も
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1616年度評判抽出年度評判抽出　　（年度別視点）（年度別視点）

指導指導 生徒生徒 教師は教師は

NegativeNegativeな評価な評価
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1717年度評判抽出年度評判抽出　　（年度別視点）（年度別視点）

指導は指導はNegativeNegative

生徒は生徒はPositivePositiveな評価もな評価も
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1818年度評判抽出年度評判抽出　　（年度別視点）（年度別視点）

目立つ生徒の目立つ生徒のNegativeNegative

その他は全体的にその他は全体的にPositivePositive
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課題の絞り込み　課題の絞り込み　教師に関わる諸問題の発見教師に関わる諸問題の発見

生徒生徒,,服装服装,,指導などの形で表出する教師側の問題点指導などの形で表出する教師側の問題点

徹底した指導の不足徹底した指導の不足

共通した指導の不足共通した指導の不足

授業の創意工夫授業の創意工夫

コミュニケーション力の不足コミュニケーション力の不足

　　

　　　　　　教師の資質向上教師の資質向上((FD)FD)の必要性の必要性
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課題解決策の立案にあたって課題解決策の立案にあたって

学校自己評価の構造化による教師の行動変革学校自己評価の構造化による教師の行動変革

現在，在籍している保護者ニーズのマイニン現在，在籍している保護者ニーズのマイニン
グ（マーケティング的アプローチによるターグ（マーケティング的アプローチによるター
ゲットの絞り込みと特徴把握）ゲットの絞り込みと特徴把握）



21

学校自己評価の構造化（行動面の変革）学校自己評価の構造化（行動面の変革）

教科・学年・分掌に
よる評価基準策定

学力の充実・向
上

文化・スポーツ
の振興

教科・学年・分掌に
よる具体的方策化重点目標の設定ビジョン

教科・学年・分
掌による目標化

規範意識の醸成

容儀指導の徹底

教育環境の整
備・活用

保護者・地域と
の連携

基本的生活習慣
の確立

健全な生徒会活
動の推進

国際理解教育の
充実

健康の保持・増
進

人権尊重と思い
やりのある態度

望ましい人格の
形成

（以下省略）

月１回の容儀指
導

（以下省略）

職員アンケート
による評価

（以下省略）

学期に１回のマ
ナーアップ週間

（以下省略）
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ターゲット別視点ターゲット別視点

実施時期 対　象
回答
件数

平成１５年度 １学年保護者

２学年保護者 ３２

３学年保護者

１学年保護者

２学年保護者 ５４

３学年保護者

５５

３３

１６年度 ５１

４５

実施時期 対　象
回答件

数

平成１７年度 １学年保護者 ３１

３学年保護者 ２４

２学年保護者 ３１

３学年保護者 ３９

１８年度 １学年保護者 ３４

２学年保護者 ２４

全　　体 合　　計 ４５３
第２群 平成１６年度入学生

第３群 平成１７年度入学生
同一対象・時系列アプローチ

第４群 平成１８年度入学生
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第２群の特徴表現第２群の特徴表現（１年目）（１年目）
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第２群の特徴表現第２群の特徴表現（２年目）（２年目）
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第２群の特徴表現第２群の特徴表現（３年目）（３年目）
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第３群の特徴表現第３群の特徴表現（１年目）（１年目）
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第３群の特徴表現第３群の特徴表現（２年目）（２年目）
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第４群の特徴表現第４群の特徴表現（１年目）（１年目）
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各ターゲットの特徴　各ターゲットの特徴　必要になる適切な対応必要になる適切な対応

【第２群】【第２群】

１年目，２年目は特にマナーや厳しい指導を求める意１年目，２年目は特にマナーや厳しい指導を求める意
見が多い。３年目はやや軟化傾向にあるが，全体的に見が多い。３年目はやや軟化傾向にあるが，全体的に
はは最も強硬な最も強硬な保護者層。保護者層。

【第３群】【第３群】

１年目，２年目ともにマナーだけでなく，教育活動全１年目，２年目ともにマナーだけでなく，教育活動全
体にわたって意見を述べる体にわたって意見を述べるバランス型のバランス型の保護者層。保護者層。

【第４群】【第４群】

マナーには厳しいが，服装デザイン等にマナーには厳しいが，服装デザイン等に細かい意見細かい意見をを
持つ保護者層。持つ保護者層。

ターゲットに応じた対応が必要
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成果測定の指標　成果測定の指標　 「服装」に関する単語頻度推移「服装」に関する単語頻度推移

教師への教師へのFDFDが指導の形で及が指導の形で及
ぼす成果→マネジメントにぼす成果→マネジメントに
必要な成果測定ツールとし必要な成果測定ツールとし

ての可能性ての可能性
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成果測定の指標　成果測定の指標　 「教師」に関する単語頻度推移「教師」に関する単語頻度推移

成果の可視化成果の可視化によるモチベーによるモチベー
ション向上→マネジメントション向上→マネジメント
に必要な成果測定ツールとに必要な成果測定ツールと

しての可能性しての可能性
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ターゲット別「教師」に関する注目分析ターゲット別「教師」に関する注目分析

第２群
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ターゲット別「教師」に関する注目分析ターゲット別「教師」に関する注目分析
第３群
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ターゲット別「教師」に関する注目分析ターゲット別「教師」に関する注目分析

第４群
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更なるデータマイニング　更なるデータマイニング　成果と今後の課題成果と今後の課題

単語頻度や係り受けによる分析は概ね想定可能単語頻度や係り受けによる分析は概ね想定可能

注目分析から，いかにメッセージを読みとれるが真の注目分析から，いかにメッセージを読みとれるが真の
データマインイング（現実には経験を要する）データマインイング（現実には経験を要する）

定性データの定量化により，学校経営の成果測定とし定性データの定量化により，学校経営の成果測定とし
ての可能性ありての可能性あり

保護者に対する結果責任の公表という観点からは有効保護者に対する結果責任の公表という観点からは有効

教師のＦＤ教材としても有効教師のＦＤ教材としても有効
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